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本研究コアは、生活様式や価値観が多様化する社会における高齢者のWell-Beingを個人意識階層に基づく
Well-Being因子から評価できる統合的評価モデルの構築を目指す。実環境から得られる多様かつ非均質な
データをAIにより統合・標準化することでWell-Being因子を抽出する。
データ収集は医療機関や地域施設と連携し、社会実装を目指す。

（１） 医療機関や地域施設との連携による実証フィールド構築
（２） Well-Being因子を用いた統合的評価モデルの構築
（３） AI・医療データなどを利用した客観的計測基盤の開発
（４） 触覚・脳科学に基づく新規Well-being評価指標の開発
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